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●市の人口と世帯数（平成22年９月30日現在）・人口37，455人（男17，773人・女19，682人）・世帯数13，522世帯
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ド」。萢中馬っこ愛好会の子どもたちが引っド」。萢中馬っこ愛好会の子どもたちが引っ
張る馬ねぶたが街中を駆け抜けました。張る馬ねぶたが街中を駆け抜けました。
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つ
が
る
市
最
大
の
祭
り「
馬
市
ま
つ

り
」が
８
月
27
日
か
ら
３
日
間
の
日
程

で
つ
が
る
市
民
イ
ベ
ン
ト
広
場（
商
工

会
館
前
）で
開
催
さ
れ
、
多
彩
な
催
し

物
を
来
場
者
ら
は
楽
し
み
ま
し
た
。

　

木
造
地
区
で
は
１
９
０
３（
明
治
36
）

年
か
ら
馬
の
競
り
市
が
始
ま
り
、
東
北

三
大
馬
市
に
数
え
ら
れ
る「
馬
市
」が
開

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。１
９
７
５（
昭
和

50
）年
か
ら
は
、
新
田
開
発
に
尽
く
し

亡
く
な
っ
た
馬
の
霊
を
慰
め
よ
う
と

「
馬
市
ま
つ
り
」が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

29
日
は
祭
り
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る「
馬
ね
ぶ
た
パ
レ
ー
ド
」が
行
わ

れ
、
馬
ね
ぶ
た
18
台
、
仮
装
12
チ
ー
ム
、

踊
り
15
チ
ー
ム
の
約
１
２
０
０
人
が
参

加
し
、
中
心
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

迫
力
あ
る
馬
ね
ぶ
た
に
続
き
、
各

チ
ー
ム
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
仮
装
や
華

麗
な
踊
り
を
披
露
す
る
と
、
沿
道
の
観

衆
か
ら
は
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま

し
た
。

　

栄
え
あ
る
馬
ね
ぶ
た
大
賞
は
２
年
連

続
で
知
求
群
会
が
受
賞
、
踊
り
大
賞
に

は
登
山
ば
や
し
チ
ー
ム
、
仮
装
大
賞
に

は
つ
が
る
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
馬
ね

ぶ
た
製
作
大
賞
に
は
つ
が
る
市
建
設
業

協
会
が
輝
き
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏

駐
車
場
で
新
田
火
ま
つ
り
を
開
催
。幻

想
的
な
雰
囲
気
の
中
で
馬
ね
ぶ
た
に
火

が
放
た
れ
る
と
観
客
か
ら
は
大
き
な
歓

声
が
沸
き
、
赤
々
と
燃
え
上
が
る
馬
ね

ぶ
た
は
花
火
と
と
も
に
夏
の
夜
空
を

彩
っ
て
い
ま
し
た
。

仮
装
大
賞

仮
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仮
装
大
賞

つ
が
る
市
社
会
福
祉
協
議
会

踊
り
大
賞

登
山
ば
や
し
チ
ー
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馬
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ぶ
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大
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が
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建
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大
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会

特
別
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松
原
子
供
会

特
別
賞

青
森
県
立
木
造
高
等
学
校

　

馬
市
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
る
新
田
火
ま
つ
り
。幻
想
的
な
雰

囲
気
の
中
、
巫
女
と
土
の
精
た
ち

の
儀
式
に
始
ま
り
、
馬
ね
ぶ
た
が

炎
を
上
げ
て
昇
天
。打
ち
上
げ
花
火

と
と
も
に
、
新
田
開
拓
に
尽
く
し

た
農
耕
馬
の
霊
を
慰
め
ま
し
た
。
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米
国
メ
ー
ン
州
バ
ス
市
へ
の
訪
問
団
が
８
月
７
日
か
ら
８
月
19
日
ま

で
の
日
程
で
姉
妹
都
市
の
バ
ス
市
を
訪
問
し
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
バ
ス
市
訪
問
交
流
事
業
は
、
市
直
轄
事
業
と
し
て
中
学

２
年
生
以
上
の
市
民
を
対
象
と
し
、
夏
季
日
程
で
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
中
学
生
８
名
が
標
準
派
遣
（
13
日
間
）、
一
般
参
加
者
２

名
が
短
期
派
遣（
７
日
間
）、計
10
名
の
参
加
者
が
バ
ス
市
を
訪
れ
、ホ
ー

ム
ス
テ
イ
や
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
異
国
の
文
化
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

訪
問
団
は
バ
ス
市
長
表
敬
訪
問
を
は
じ
め
と
し
、
メ
ー
ン
州
立
海
事

博
物
館
で
姉
妹
都
市
と
な
っ
た
歴
史
を
学
ん
だ
り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
一
緒
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
料
理
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
り
交
流
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ス
市
の
子
ど
も
た
ち
に
英
語
を
使
っ
て
折
り
紙

や
書
道
を
教
え
、
日
本
の
文
化
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
不
安
を
抱
え
て
い
た
訪
問
団
員
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

生
活
を
重
ね
る
ご
と
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
進
み
、
訪
問
終
盤

に
は
異
国
の
文
化
を
心
よ
り
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

異
国
の
文
化
を
感
じ
交
流
深
め
る

米
国
メ
ー
ン
州
バ
ス
市
訪
問
団
派
遣
交
流

団
員
を
中
学
２
年
生
以
上
に
拡
大
し
夏
季
日
程
で
新
た
に
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白
老
町
訪
問
記

　

姉
妹
都
市
提
携

を
し
て
い
る
北
海

道
白
老
町
の
自
然
、

文
化
、
歴
史
に
触

れ
る
「
白
老
歴
史

に
ふ
れ
る
旅
」
に

市
内
の
小
学
５
年
生
41
人
が
８
月
16
日

〜
18
日
と
18
日
〜
20
日
の
日
程
で
参
加

し
、
姉
妹
都
市
に
つ
い
て
見
聞
を
広
め

て
き
ま
し
た
。

　

白
老
町
と
の
交
流
は
、
白
老
町
が
白

老
村
だ
っ
た
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
第
３
代
白
老
村
長
を
務
め
た

平
田
源
三
郎
氏
が
旧
森
田
村
出
身
で
白

老
町
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
姉
妹
都
市
提
携
が
実

現
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
仙
台
藩
元
陣
屋
跡
で

歴
史
を
学
ん
だ
り
、
ア
イ
ヌ
民
族
博
物

館
（
ポ
ロ
ト
コ
タ
ン
）
で
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
ヌ
文
化
を
体
験
し
た
り
、
白
老
町

の
児
童
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

アイヌ民族の住居の中で舞踊を体験

メーン州バルダッチ知事（中央）を表敬訪問

バス市役所屋上からの市中心街

バス市役所にはつがる市の旗が

バス市でのチェスボロー水泳大会で力泳。
参加者が計39㎞泳ぎ、チェスボローカップ
水泳駅伝の積算距離に加えられる

バス市警察署前に記念植樹する
松橋幸治団長　　　　　　　　



広報つがる 2010.10月号5

「夏休みの宝物」　江良 和孝（木造）
　バス市では多くの思い出ができまし
た。まずホストファミリーと暮らした
日々です。生まれて初めてロブスター
を食べたり、子どもたちと会話やゲー
ムを通して仲良くなれました。最初は
緊張や不安でいっぱいでしたが、会話
を繰り返すうちに緊張や不安がほぐれ
て自然と話せるようになりました。
　食事の時でも、楽しく会話をかわせ

ました。ジェスチャーや辞書を使って、話したいことを伝え
ました。改めて、文化や国が違っても、心が伝わっているこ
とを実感しました。日本に帰る時、ホスファミリーの家族全
員と抱き合い別れました。本当に涙が出るほど辛かったこと
を思い出します。今でも思い出すと涙が出ます。ホストのコ
インさんと会えるなら、また会いたいです。帰国して変わっ
たことは、少食になったことと英語に自信がもてたことでし
た。ホームステイ先での思い出、初めて行った海外、僕にとっ
ては、一生忘れられない夏休みの宝物となりました。

「成長」　三上 芽依（柏）
　今回のホームステイで私は大きな目
標がありました。それは、とにかく英
語を少しだけでも話せるようになると
いうことです。でも実際はそんな簡単
なことではありませんでした。いざホ
ストファミリーに話すとなると緊張し
てうまく話せませんでした。しかし、
そんな時でもホストファミリーの家族
の皆さんは、聞きとろうとしてくれて、

必死に私の話を聞いてくれました。そんなことが私にとって
はすごく嬉しいことでホストファミリーには感謝しています。
さらに今回のホームステイで私自身が大きく成長したことが
あります。それは「伝える」ということの大切さと、積極的
に行動したほうが絶対良い！ということです。英語が上手に
話せなくても伝えるということ、伝えたいという気持ちはと
ても大切です。積極的に自ら行動していくと必ず物事は良い
方向に転がります。
　バス市に行ってホームステイをして本当に良かったと心か
ら思っています。ありがとうございました。

バス市訪問を終えてバス市訪問を終えて

アイヌ民族博物館での記念写真 大自然の中でパークゴルフを楽しむ ムックリ（口琴）作りを体験し演奏中

ポップハムビーチを訪れ大西洋を満喫。海にはオットセイの姿も

英語を使ったゲームで交流を楽しむ

文化体験交流で書道を教える訪問団員



　

思
春
期
に
あ
る
中
学
生
。
人
間
と
し
て
の

性
を
感
じ
て
い
く
こ
の
時
期
に
生
命
の
尊
さ

を
肌
で
感
じ
、
父
性
、
母
性
の
意
識
を
育
ん

で
も
ら
お
う
と
柏
中
学
校
で
は
９
月
９
日
、

３
年
生
52
人
を
対
象
に
「
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ

い
教
室
」
を
柏
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
平
成
11
年
度
か
ら
命
の
教
育

の
一
環
と
し
て
総
合
的
な
学
習
の
授
業
に
本

教
室
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
自
己
や
他
人
の

生
命
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
や
自
分
が
誕
生

し
た
時
の
親
の
喜
び
、
子
育
て
の
大
変
さ
な

ど
を
体
験
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
事
前
に
沐
浴
人
形
を
使
っ

て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
き
方
、
頭
の
支
え
方
、

寝
か
せ
方
な
ど
を
保
健
師
か
ら
指
導
を
受
け
、

本
番
に
望
み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
市
内
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ

ん
21
組
が
参
加
し
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
赤

ち
ゃ
ん
と
対
面
。
多
く
の
生
徒
は
最
初
、
緊

張
し
た
面
持
ち
で
赤
ち
ゃ
ん
を
お
そ
る
お
そ

る
抱
き
か
か
え
て
い
ま
し
た
が
、
時
間
が
経

つ
に
つ
れ
、
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
た
り
、
オ
ム

ツ
を
取
り
替
え
た
り
、
お
も
ち
ゃ
で
あ
や
し

た
り
す
る
な
ど
将
来
の
パ
パ
、
マ
マ
を
演
じ

て
い
ま
し
た
。

　

神
遥
華
さ
ん
は
「
事
前
学
習
の
人
形
と
は

違
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
か
わ
い
く
て
柔

ら
か
か
っ
た
。
本
当
に
貴
重
な
体
験
が
で
き

た
」。
澁
谷
遼
君
は
「
僕
た
ち
が
あ
や
し
て

も
泣
き
止
ま
な
い
け
ど
お
母
さ
ん
が
抱
く
と

す
ぐ
泣
き
止
む
の
で
お
母
さ
ん
の
力
は
す
ご

い
と
思
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
お
母
さ
ん
の
成
田
幸
子
さ
ん
（
荘

太
ち
ゃ
ん
）
は
「
育
児
っ
て
大
変
な
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
今
日
は
楽
し
い
部
分
を

少
し
で
も
感
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将来のパパを演じる姿もなかなか
さまになっています　　　　　　

赤ちゃんを大事に体重計に乗せ計測

赤ちゃん言葉であやす女子生徒

ミルクやオムツの世話を体験

命の大切さ、親への感謝など多くのことを体感した赤ちゃんふれあい教室



 市民の皆様から寄せられたご意見
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　市では、市民の声を市政運営の参考とさせていただくために、市役所、各支所、つがる
市出張所（すまいるプラザ）に目安箱を設置しており、またホームページでもご意見を受
け付けています。今回は平成22年６月から平成22年８月までに寄せられたご意見のうち、
主なものをお知らせします。

主な意見 回　　答（担当課）

　平成23年度から柏支所を廃止
すると聞いたが、証明書の受領や
税金の支払いが不便になるのでな
くさないでほしい。

　行政改革の一環として、平成23年3月末をもって森田支所・柏支所を
廃止することとなりました。このことで市民の皆様が不便にならないよ
う、平成23年4月から、柏地区では出張所（すまいるプラザ）での取り
扱い業務拡大、森田地区では森田郵便局での証明書交付ができるよう作
業を進めております。また平成24年度からはコンビニエンスストアで
も税金を納めることができるよう検討しているところですので、ご理解
とご協力をお願いいたします。（総務課）

　市役所内にベビーカーを設置し
てほしい。

　近年、お子様がベビーカーに指を挟むという事故が発生しておりま
す。市役所においてもそのような事故が起こる可能性があるため、お子
様の安全確保を考慮して市役所にはベビーカーを設置しておりません。
ご了承願います。（管財課）

　市役所にクーラーを設置してほ
しい。銀行や郵便局は快適なのに
市役所はとても暑く、証明書発行
の待ち時間がすごく長く感じられ
てとても息苦しかった。

　今年の夏は百年に一度という記録的な猛暑が続き、市役所に来庁され
た方々には大変不快な思いをさせてしまったことをお詫びいたします。
来庁される市民の皆様のためにも、冷房設備の設置については重要課題
として今後検討してまいります。（管財課・総務課）

　防災無線は緊急用に放送するも
のだから、広報紙に掲載している
ようなお知らせを放送すべきでは
ない。

　ご指摘のとおり、広報紙に掲載している内容と重複した一般的なお知
らせであっても、防災無線により放送することがあります。しかしなが
ら、繰り返しお伝えしたい情報もあることから、今後は放送回数の削減
を検討してまいります。（総務課）

　以前に掲載した同様のご意見については掲載しておりませんのでご了承ください。また、寄せられたご意見
に対しましては、可能なものから速やかに実施する体制をとっております。
　引き続き、市民の皆様の市政に対するご意見をお待ちしております。

【問い合わせ先】総務課　電話42-2111（内線342）

森田支所、柏支所の廃止に伴う住民説明会を開催します
　市では合併以来、各種事務事業の見直しや各施設の民営化、職員数110名の削減などにより行政改革を推進
してまいりました。しかし、少子高齢化の進行や地域経済の低迷などにより、今後も国・地方財政においては
さらに厳しさを増すものと思われます。
　そこで、平成22年５月つがる市行政改革推進本部において第二次行政改革大綱を策定し、多種多様な住民ニー
ズへ対応するための行政サービス改革やより柔軟で的確な行政運営を実行するための組織・職員の改革、最小
経費で最大の効果をあげられるよう財政運営の健全化を進めていくこととしております。
　合併以降職員数は年々減少し、さらに効率的な行政運営を行う必要があります。そのため、森田支所及び柏
支所を平成23年３月末日で廃止することといたしました。
　つきましては、市民の皆様からのご理解を賜りますよう、下記の日程で住民説明会を開催いたします。
　また、出張所の業務拡大や郵便局での証明書交付、コンビニ収納などの今後開始予定のサービスについても
説明いたしますので、多数の方々に出席くださるようお願いいたします。
　＜説明会日程＞
　　　森田地区　　11月１日（月）　午後６時から　　会場　つがる市森田公民館
　　　柏　地区　　11月２日（火）　午後６時から　　会場　つがる市柏公民館

【問い合わせ先】　総務課　電話42-2111（内線349）
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　長年連れ添った夫婦を祝う「平成22年度つが
る市福祉顕彰式」が9月2日、松の館で行われま
した。
　今年は88歳到達者夫婦5組、ダイヤモンド婚夫
婦（結婚60周年）20組、金婚夫婦（結婚50周年）
33組が該当。福島市長は「皆さんの培ってこら
れた豊富な知識や経験がこれからますます必要と
なります。今後も地域のためにご指導ご支援お願
いします」とあいさつし、顕彰状を手渡しました。
　また、式典後のアトラクションでは川除保育園
としばた保育園の園児が歌や遊戯を披露し、出席
した夫婦らは笑顔で拍手を送っていました。

 長寿夫婦58組を顕彰　つがる市福祉顕彰式

　秋の全国交通安全運動が９月21日から30日までの10
日間展開されることに伴い、市とつがる警察署が9月17
日、つがる市交通安全のつどいをイオンモールつがる柏
で行いました。
　つどいには、市民や関係者ら約150人が参加し、桜庭
修地区安全協会長が「秋の行楽シーズンを迎え、日没が
早まるこれからの時期は、夕暮れ時の交通事故や高齢者
の交通事故が多発する傾向があるので、関係機関が連携
し交通安全対策に取り組みます」と福島市長にメッセー
ジを伝達しました。
　またアトラクションとして木造北保育園の園児が日本
太鼓演奏で会場を盛り上げ、柴田子供交通指導隊と館岡
子供交通指導隊の隊員が「お酒を飲んだら絶対に車を運
転しないように。ぼくたち私たちは交通ルールを守りま
す」など交通安全誓いのことばを発表しました。

 交通事故を無くそう　つがる市交通安全のつどい

　交通安全と防犯意識を高めようと第７回地域安全
ウォーキングin車力が9月11日、車力地区で行われ
ました。　　
　この日はあいにくの雨となりましたが、ウォー
キングには市内外から約290人が参加。村おこし拠
点館フラットをスタート・ゴールとし、15㌔、9㌔、
5㌔の3コースに分かれて交通安全を呼びかけ、元
気に歩き抜きました。
　昼食には砂丘麦とろ飯やしじみ汁、しそジュース
が振る舞われ、参加者は疲れた体を癒していました。
また、お楽しみ抽選会も行われ、地元産のゴボウ、
ネギ、カボチャなどの詰め合わせが当選者に贈られ
ました。

 雨にも負けず元気に完歩　地域安全ウォーキング

福島市長から顕彰状を受け取る長寿夫婦

元気に誓いのことばを発表する柴田子供交通指導隊

ウォーキングしながら交通安全意識を呼びかける参加者



 Town News
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　中学生に英語を熟達する機会を与え興味と関心を高
めようと第32回西つがる中学校英語弁論大会が9月2
日、松の館で行われ、暗唱の部に29人、創作の部に
10人が出場しました。
　審査の結果、暗唱の部では坂本翔冴君（柏中1年）、
天坂友美さん（森田中2年）、吉岡紘君（木造中3年）
が、創作の部では小島瑶平君（柏中3年）がそれぞれ
1位に輝き、吉岡君と小島君は三沢市で開かれる県大
会に出場することになりました。吉岡君は「登場人物
になりきって心情を伝えようと心がけた。県大会では
みんなの心に響くスピーチがしたい」、小島君は「柔
道部の顧問の先生と一緒に取り組んだあいさつ運動を
テーマにスピーチした。県大会出場となり身の引き締
まる思いです」と感想を話していました。

 英語で思いを堂々発表　西つがる中学校英語弁論大会

　水の大切さや、川や海を汚さない方法について学
ぶ生活排水対策講習会が9月11日、松の館で開催され、
市民38人が参加しました。これは県環境政策課が主
催したもので、この日は環境マイスターの中根豊氏を
講師に迎え、山田川の上流・中流・下流から採取した
水のpHやCODをグループに分かれて実際に測定し比
較しました。測定の結果、下流ほど汚れの指標である
CODが高く、家庭からの生活排水が原因となってい
ることがわかりました。参加者は、食器の汚れを拭き
取ってから洗ったり、米のとぎ汁を庭木や畑にまいた
りなど、ちょっとした心がけで、台所からの生活排水
の汚れを減らせることを学びました。

 川の水質を測定し水の大切さを学ぶ

　旧木造町出身で「東京の花売り娘」「港町十三
番地」などのヒット曲を生んだ作曲家・上原げ
んと（1914～65）を顕彰して毎年開かれてい
る第32回上原げんと杯争奪のど自慢大会の準決
勝と決勝が８月28日、木造中央公民館で行われ、
2000人を超える歌謡ファンが市内外から詰めか
け、熱唱を楽しみました。準決勝に出場した30
組の中から10組が決勝に進出し、「花は黙って咲
いている」を歌った吉田正義さん（青森市）が第
31代チャンピオンに輝きました。今大会は特別
審査員として「愛のままで…」を作詞・作曲・編
曲した花岡優平さんが決勝を審査。ゲスト歌手の
山内惠介さんのステージも行われ、観衆を魅了し
ていました。
　また、大会前には銀杏ヶ丘公園で「上原げんと
を偲ぶ会」が開催され、参列者はげんと碑にバラ
を献花しました。

 2000人の歌謡ファンを魅了　上原げんと杯のど自慢大会

左から坂本君、天坂さん、吉岡君、小島君

パックテストを用いて水質を測定する参加者

上／ 第31代チャンピオンの
吉田正義さん

下／ げんと碑にバラを献花す
る参列者
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地産地消の料理教室
　地産地消と食の大切さを学んでもらおうと市食育推進応
援隊(原田ひとみ代表)が8月26日、トマト・キュウリの加
工教室を松の館で開催し、9人の市民が参加しました。
　教室では、講師のJAつがるにしきた女性部つがる支部
の工藤カヅ子さんの指導のもと、つがるブランド農産物の
トマト、つがる市産のキュウリを使って、ミニトマトのシ
ロップ漬けやキュウリの辛子漬けを作りました。また、ト
マトケチャップも作り、パスタにからめて試食し、地元の
食材の美味しさを味わっていました。

わら焼きシャットアウト
　9月16日、わら焼きの防止を呼びかける稲わら焼却防止
巡回が行われました。市役所前で行われた出発式では、福
島市長が「6月に県議会でわら焼き防止条例が制定されま
した。東北新幹線全線開業も間近となり、澄み切った秋の
空や出来秋の風景こそ私たちの誇るべき宝。稲わらも資源
として有効活用に努めてもらうよう呼びかけましょう」と
あいさつ。続いてつがる市稲わら有効活用推進協議会の坂
本清衛会長が「つがる市のお米のイメージダウンにならな
いよう、稲わらのすき込みや収集の斡旋に取り組みます」
と稲わら焼却ゼロ宣言を行いました。その後、福島市長は
じめ関係者が市内の田んぼを巡回しながら農家にチラシを
配り、わら焼き防止を呼びかけました。

農村の良さを発表し合う
　第33回西北地域農山漁村女性のつどいが8月20日、松
の館で開催され、西北地域の生活改善グループ約100人が
参加して、「技でおいしく つがるのことばでおもてなし」
をテーマに農山漁村の活性化をめざした活動を報告し合い
交流を深めました。
　この日は、方言研究家・川柳作家の渋谷伯龍さんが津軽
弁のルーツやエピソードについて講演した後、各地区の代
表者が次世代へ伝える農とくらしについて意見を発表。四
つ葉生活改善グループの八木橋リウ子さんは「花を植えた
り、油絵を描くことを通して季節を感じ農村での生活に喜
びを感じる」と花いっぱいまちづくり運動や絵画への思い
を話しました。

「生きる力」育む体育・健康教育めざして
　9月17日、瑞穂小学校で青森県小学校体育科教育研究大
会西つがる大会が開催され、県内各地の小学校教諭ら約
200人が参加し、体育・健康教育のあり方をともに考えま
した。大会では、瑞穂小学校の「わかる」「かかわる」「でき
る」の学習活動の工夫による各学年６つの提案授業が行わ
れ、参加者は見学後、「器械運動」「ゲーム」「保健」の分科
会に分かれて意見を交換しました。
　また、国立教育政策研究所教育課程研究センター教育課
程調査官・白旗和也氏が、平成23年度の新学習指導要領
の完全実施に向けて「生涯にわたって末永く運動に親しむ
人を育成する」という目標のもと実態把握や指導計画の作
成の必要性などについて講演し、参加者は熱心に聞き入っ
ていました。
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小学生相撲全国大会出場報告　
　8月20日に福島県会津若松市で行われた第23回全日本
小学生相撲優勝大会東北ブロック予選会で好成績を修めた
越後谷知樹君(瑞穂小6年)、田中界渡君(向陽小5年)、菊
地新君(同小4年)が8月31日、市役所を訪れ、大会の成績
と全国大会出場を福島市長に報告しました。
　予選会では、越後谷君が優勝、田中君が3位、菊地君が
2位の成績で、同日行われた第29回東北学童相撲大会でも
越後谷君が優勝。3人は12月5日に両国国技館で行われる
全国大会に出場します。
(写真：左から越後谷君、田中君、菊地君)

ジュニアオリンピック陸上競技全国大会出場
　第41回ジュニアオリンピック陸上競技大会県予選会
で、木造中学校女子陸上部3年生の志津野汀さんが100㍍
で1位、山下愛さんが200㍍で1位、大屋舞夏さんが200㍍
で2位の成績を修め、志津野さんと山下さんはそれぞれの
競技で、大屋さんを含めた3人はリレーの県選抜メンバー
として10月に横浜市で行われる全国大会に出場します。
志津野さんは「全国大会では自己ベストを出したい」、山
下さんは「精神的な部分を鍛え、雰囲気にのまれないよう
にする」、大屋さんは「苦手なスタートダッシュを練習し
てがんばる」とそれぞれ抱負を語りました。
　同陸上部は、県中学校総合体育大会陸上競技で1年生の
工藤紅音さんを含めた4人で学校対抗の総合優勝を果たし
ています。 （写真：左から志津野さん、大屋さん、山下さん、工藤さん）

園児と児童が手作りゲームで交流
　幼・小連携活動の一環として車力幼稚園(工藤惠子園長)
の園児22人と富萢小学校(齊藤斉校長)の1年生26人が9月
2日、富萢小学校で交流会を行いました。
　１年生の松橋奈穂さんが学校児童を代表して「私たちが
作ったゲームで仲良くいっぱい遊んでください」と園児へ
あいさつ。交流会では児童が作ったボウリング、魚釣り、
迷路遊び、宝探し、鬼退治の5つのゲームコーナーで園児
らは楽しんでいました。
　ゲームが終わると、園児たちは「とても楽しかった」な
どと話し、児童からは「幼稚園の子が上手に遊んでくれて
うれしかった」と感想を発表しました。

バレーボール名監督の指導受ける
　バレーボールの技術向上や指導者の育成を目的に、8月
29日、柏総合体育センターで、つがる市中学生バレーボー
ル教室が行われ、市内外の中学生や指導者ら約150人が参
加しました。講師には全国中学校バレーボール選手権大会
で4回優勝に導いた岡田隆安氏（前・長野市立裾花中学校
教諭）を招き、基本動作の身体の使い方や新しい考え方を
取り入れた指導方法などについて実戦形式を取り入れなが
ら幅広く学びました。参加者は岡田氏の一言一言に耳を傾
け、バレーボールの総合的なレベル向上を図りました。



広報つがる 2010.10月号 12

■2009年（昨シーズン）の総括
　昨年10～12月にかけて新型インフルエンザが大流行
しました。厚生労働省の推定では約2000万人（日本国
民の５人に１人）が感染しました。国民のほとんどが免
疫を持っていなかったため、対策が遅れた学校等では
たった一週間で全校生徒の半数以上が感染してしまっ
た例もありました。重症度については、202人が死亡し、
548人が脳症、434人が人工呼吸器を装着したと報告さ
れています。
 表：10万人あたりの死亡率（2010年3月までの集計）
アメリカ 3.96人 カナダ 1.32人
メキシコ 1.05人 オーストラリア 0.93人
イギリス 0.76人 フランス 0.50人
ニュージーランド 0.48人 日本 0.15人

　上の表にあるように諸外国に比べれば、新型インフル
エンザによる日本の死亡率はかなり少なくて済みました。
国立感染症研究所感染症情報センター長の岡部信彦先生
は「日本の好成績は、たまたまの結果ではなく国民の関
心の高さや関係者の努力による影響が大きい」と言われ
ています。アメリカの成績が悪いのは、貧富の差が大き
く日本のような国民皆保険制度がないため予防や治療が
遅れる影響があるのではないかと見られています。

■2010～2011年（今シーズン）の対策と予想
　この記事を書いている9月19日の時点で、すでに局地
的流行があり学級閉鎖になっている地域もあります。国
民の大半は、まだ新型インフルエンザに対し免疫があり
ません（５人に４人は無免疫）。昨年、新型インフルエ
ンザにかかった方は、昨年よりも感染しにくくなってい
るとは予想されますが感染しない保証はありません。多
くの感染症専門医は、今年も新型インフルエンザが流行
する可能性が高いと予想しています。また、ワクチンは
毎年接種しなければ効果は期待できないとされています。
今年のワクチンは新型（Ｈ1Ｎ1）と季節性であるＡ香
港型およびＢ型の３種類が混合して作られています。昨
年のように季節性ワクチンと新型ワクチンを分けて接種
する必要はありません。また、ワクチンによる副反応よ
りも接種によるメリット（利点）の方が大きいと考えら
れています。たくさんの住民がインフルエンザに感染し
てしまうと医療機関や教育機関をはじめとした多くの社
会的機能が麻痺してしまう可能性もあります。油断せず
に、今年もワクチンを接種しておいた方がよいと思われ
ます。

今年のインフルエンザワクチンは３種類が混合されています
新型(Ｈ1Ｎ1) 季節性(Ａ香港型) 季節性(Ｂ型)

　健康万歩計は、西津軽郡医師会（つ
がる市・鰺ヶ沢町・深浦町）が、みな
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

 今年も新型インフルエンザが流行するかもしれません

10月の｢これならできる!! 運動おためし教室｣参加者募集 スタイルアップ!! 筋肉若返り体操
　日常生活の中で運動を取り入れなくてはいけないのはわかっているけど、誰かに見られるのは恥ずかしい・・・。
そんな時はテレビを見ながら、イスに座りながらなどこっそり時間はつくれます。今回は、筋肉トレーニングを中心
に体を引き締めるコツを学びます。ふだんの生活の場面に取り入れてメリハリのあるスタイルをめざしましょう。

日　　　時 10月29日(金)午前10時～11時30分
講　　　師 青森県健康・体力づくり協会　健康運動指導士　近藤　文俊氏
場　　　所 つがる市木造体育センター
対　　　象 運動を始めたい、運動はちょっと苦手と思うおおむね40歳～64歳の市民
参　加　費 保険代として50円(当日受付で徴収します)
持　ち　物 運動しやすい服装、汗ふきタオル、水分補給用飲料水、バスタオルまたはヨガマット、内履きズック
申 込 方 法 10月25日まで電話にてお申し込みください

【申し込み・問い合わせ先】健康推進課　電話42-2111（内線306）

　こころの病気、こころの悩みなどについて相談をお受けしています。眠れない・気分が重い・やる気が起
きないといった状態やうつ病、人間関係、子どもの不登校やひきこもりについてなど、自分や家族・親戚の
ことで悩みを抱えている方は、一人で悩まずご相談ください。
日　　時：10月25日(月）、11月5日（金）、15日(月）10:00～15:00
場　　所：市役所１階相談室
申し込み：事前に「こころの相談担当者」あてに電話でご予約ください。
　※当日の申し込みも受付けますが、ご予約の方が優先になります。
　【申し込み・問い合わせ先】健康推進課　電話42-2111（内線305）

こ
こ
ろ
の
相
談
日

広報つがる９月号　お詫びと訂正／総務課
　広報つがる9月号12ページの健康万歩計の「今月のドクター」の先生のお名前に誤りがありましたのでお詫び申し上げます。
下記のとおり訂正いたします。ご執筆された山内誠先生、村山晋先生、西津軽郡医師会の皆様には大変ご迷惑をお掛けして申し
訳ありませんでした。
【誤】村山　晋　先生（西津軽郡医師会理事　村山医院・院長）　
【正】山内　誠　先生（西津軽郡医師会副会長　山内クリニック・院長）

健 康 ひ ろ ば健 康 ひ ろ ば健 康 ひ ろ ば

今月のドクター

　小笠原　幸　裕 先生
西津軽郡医師会理事･広報担当 
（ファミリークリニック☆希望　院長）
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農地基本台帳登載証明書の交付申請について
　農業用軽油引取税免税証交付申請に必要な「農地基本台帳登載証明書」の交付申請を随時受付していますので、印鑑
を持参のうえ農業委員会（柏支所）までお越しください。
　共同申請の場合は「免税軽油共同使用者証」を、同一世帯以外の申請は「免税軽油使用者証」を持参してください。
（※使用者証がない場合や共同使用者証の名義と農業委員会の経営主が違う場合は、委任状を提出してください）
　また、農作業のうち基幹的な作業（専ら機械を使用して行われるもの）をすべて受託している農家で、免税措置を受
ける方は、農業委員会が発行する「耕作（農作業受委託）証明」が必要となりますので、「農作業受委託契約書」と印
鑑を持参して申請してください。

稲垣支所・車力支所・つがる市出張所での受付は下記のとおりです。
【稲垣支所】　日時：10月20日（水）、22日（金）、26日（火） 午前９時30分～午後４時
【車力支所】　日時：10月27日（水）、28日（木）、29日（金） 午前９時30分～午後４時
【出張所】（イオンモールつがる柏内）毎日（※10月25日及び12月29日～1月3日は除く）　午前10時～午後7時
※車力･稲垣支所では、「耕作（農作業受委託）証明」は交付できません。
※出張所では、「共同の場合の台帳登載証明書」と「耕作（農作業受委託）証明」は交付できません。

なお、西北地域県民局県税部の受付日は、11月15日（月）となっております。

【問い合わせ先】農業委員会（柏支所内）電話25-3820

絵巻寿司教室
　つがる市で生産されたお米を使って、鮮やかな模様の
絵巻寿司づくり教室を開催します。
●日　　時：10月29日（金）9:30～13:30
●場　　所：つがる市生涯学習交流センター「松の館」
●参 加 料：１人500円
●対　　象：つがる市に在住する方
●定　　員：先着30人
●持 参 物：三角巾、エプロン、巻き簀
●締め切り：10月22日（金）

　　 きのこ狩り
期　　日：10月30日（土）
日　　程：  8:00　松の館集合（8:15出発）
　　　　　  9:20　弘前市岩木嶽地区到着
　　　　　10:00　 きのこ狩り開始〔岩木山自然学校のスタッフガ

イドが随行〕
　　　　　12:00　昼食（自分たちで採ったきのこ汁・ごはん自炊）
　　　　　14:00　ネイチャークラフト教室
　　　　　15:00　現地出発
　　　　　16:00　松の館到着
募集人員：市内の小学４～6年生（20人限定）
　　　　　※応募者が10人以下の場合は中止とします
参 加 費：1人1,000円（傷害保険料・材料代含む）
持 参 物：飲み物、おやつ、汗ふきタオル、帽子、軍手
申込期間：10月15日（金）～22日（金）
申込方法： 電話で確認後、印鑑と参加費を持参のうえ、つがる市生涯

学習センター「松の館」へお申し込みください。
そ の 他：天候により日程を変更することもあります。 
【申し込み・問い合わせ先】
　つがる市教育委員会　生涯学習課　電話49-1200

りんご生産者の皆さんへ

糖度センサーを　　　
　貸し出ししています
　つがる市果樹産地構造改革協議会で
は、果実を傷付けず糖度を測定する光セ
ンサー『アマミール』を国の事業により
３台導入し、生産者の皆さんに貸し出し
しています。JAつがるにしきた森田支
店（生産資材課）に２台、柏支店に１台
常備しておりますので、高品質な果実を
出荷するため、適期収穫のめやすとして
活用ください。

【申し込み・問い合わせ先】
　農林水産課　
　電話42-2111（内線411）

米粉料理教室
　つがる市で生産されたお米を使って、おいしい米粉料
理教室を開催します。
●日　　時：11月17日（水）9:30～13:30
●場　　所：つがる市生涯学習交流センター「松の館」
●参 加 料：１人500円
●対　　象：つがる市に在住する方
●定　　員：先着30人
●持 参 物：三角巾、エプロン
●締め切り：11月12日（金）

食育推進事業

★参加料持参のうえ下記へお申し込みください。
【申し込み・問い合わせ先】つがる市食育推進応援隊　事務局　農林水産課　電話42-2111（内線414)

こどもクラブ
第3回目
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◆「国民年金保険料控除証明書」が発行されます
　　　　　　年末調整・確定申告まで大切に保管を！
　国民年金保険料は、納付した全額が社会保険料控除の対象になります。年末調整や確定申告で申告する場合は毎年1
月1日から12月31日までの間に納付した国民年金保険料の額を証明する書類の添付が必要です。
　　　　●10月下旬～11月上旬頃に送付・・・22年1月1日から9月30日に国民年金保険料を納付された方
　　　　●平成23年１月下旬頃に送付・・・・ 10月1日から1月31日に国民年金保険料を納付された方
　　 ｢国民年金保険料控除証明書｣ が日本年金機構本部から送付されます。
　　　※ ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、本人の社会保険料控除に加えることができますので、ご家族あ

てに送付された控除証明書を添付して申告してください。
　　　※ ｢国民年金保険料控除証明書｣ の再交付を希望される方は市役所市民課までお問い合わせください。
【問い合わせ先】市民課　　　　　電話42-2111（内線261・267）
　　　　　　　　弘前年金事務所　電話0172-27-1337

年金受給者の皆さまへ
◆《扶養親族等申告書》は期限までに提出しましょう！
　老齢（退職）年金は、雑所得として所得税がかかります。課税対象となる受給者の方には、毎年11月上旬までに日
本年金機構から扶養親族等申告書が送付されますので12月１日の提出期限までに必ず提出してください。
　この申告により、翌年中に受けられる年金にかかる所得税の源泉徴収額が決まります。もし出し忘れると各種控除が
受けられず、所得税の源泉徴収税額が多くなる場合がありますのでご注意ください。
　なお、年金以外に収入がある方は確定申告が必要です。
　　　平成23年分「扶養親族等申告書」が送付される方
　　　　65歳未満･･･年金額が108万円以上　　　65歳以上･･･年金額が158万円以上
　　　※ 年金額が上記に満たない方、障害年金や遺族年金を受給されている方は、所得税が課税されませんので ｢扶養

親族等申告書｣ は送付されません。
【問い合わせ先】弘前年金事務所　電話0172-27-1337

● つがる市出来島財産区議会議員一般選挙に
係る立候補予定者説明会

日　　時　平成22年12月15日（水）午後２時
場　　所　つがる市役所　３階会議室

● 平成23年1月23日任期満了に伴うつがる
市出来島財産区議会議員一般選挙の日程

投 票 日　平成22年12月27日（月）
告 示 日　平成22年12月22日（水）
投票時間　午前９時から午後４時

■ つがる市議会議員一般選挙に係る立候補予
定者説明会

日　　時　平成22年11月30日（火）午後2時
場　　所　つがる市生涯学習交流センター「松の館」

■ 平成23年2月10日任期満了に伴うつがる
市議会議員一般選挙の日程

投 票 日　平成23年1月23日（日）
告 示 日　平成23年1月16日（日）
投票時間　午前７時から午後６時

市税等は納期内に納めましょう
　　　　　　　は「市県民税」第３期、「国民健康保険税」「介護保険料」「後期高齢者医療保険料」各第４期
　　　　　　　「住宅使用料」「公共下水道使用料」「農業集落排水施設使用料」の納期限となっています。
　市役所収納課では、市税等の納め忘れを防ぐため、納期限までに納付されない納税者に対し、納期限の翌月に「督促
状」を発行しています。納期限を過ぎてから納付しますと納期（期別）ごとに督促手数料や延滞金が徴収されますので、
納め忘れには十分注意してください。（詳しくはお手元の納税通知書等の裏面をご覧ください）
　収納課では、市税等の「納付相談」を収納課窓口で随時行っております。

 納付は便利な口座振替で

　市税等の口座振替を利用される方は、納税通知書等・預金通帳・通帳の届出印を持参のうえ、市内の銀行・農協・ゆ
うちょ銀行等の金融機関で申し込み手続きをしてください。

【問い合わせ先】収納課　電話42-2111（内線221）

つがる市選挙管理委員会からお知らせ

【問い合わせ先】　つがる市選挙管理委員会　電話　42-2540

10月
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古紙リサイクル･エコステーション設置
　古紙のリサイクル率向上をめざし、9月14日、イオンモー
ルつがる柏敷地内（センターモール西入口）に「古紙リサ
イクル・エコステーション」が設置されました。これは家
庭から出る古紙を持ち込むことができる回収ボックスで、
つがる環境協議会（齋藤昭三会長）がイオンモールつがる
柏の協力を得て設置したものです。イオンモールつがる柏
の金成修一オペレーションマネージャーは「古紙を出し忘
れた時など買い物のついでに利用してもらえたら」と、齋
藤昭三会長は「少しでもリサイクルが地域に浸透したらう
れしい」と話していました。今回設置されたエコステーショ
ンは、市民どなたでも利用できます。

回収時間：毎日午前9時～午後8時
回収品目：新聞紙（折込チラシ可）、雑誌、雑紙、段ボールなど
注　　意： アルミ、プラスチックなどでコーティングされたもの

は回収しません。ナイロン・ビニール部分は取り除き、
紙紐でしっかり縛って出してください。

戦没者等のご遺族の皆様へ
　戦没者等の遺族に対する「第九回特別弔慰金」が
支給されます。
対 象 者　 公務扶助料や遺族年金を受けていた方が

平成17年４月１日から平成21年３月31日
の間に亡くなるなどし、平成21年４月１
日において前記年金給付者がいない場
合、次の順番による先順位のご遺族お一
人に特別弔慰金が支給されます。

（戦没者等の死亡当時のご遺族で）
１　 平成21年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等
援護法による弔慰金の受給権を取得した方

２　戦没者等の子
３　戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
　　 （戦没者等と生計関係を有していた方のうち平
成21年４月１日において婚咽していたとしても
氏が変わっていない方又は同日において遺族以
外の方と養子縁組をしていない方に限ります）

４　 上記３以外の戦没者等の①父母②孫③祖父母④
兄弟姉妹

５　 上記１から４以外の戦没者等の三親等内の親族
（戦没者の死亡まで引き続く１年以上の生計関
係を有していた方に限ります）

支給内容　額面24万円（６年償還の記名国債）
請求期限　平成24年４月２日

【問い合わせ先】福祉課 電話42-2111(内線245)

こんな事業に活用されています ～原子燃料サイクル事業推進特別対策事業助成金～
　㈶むつ小川原地域・産業振興財団から交付される原子燃料サイクル事業推進特別対策事業の助成金は、電気
事業連合会からの寄付金によって賄われ、市の施設整備等に役立てられています。21年度の整備状況は次の
とおりです。（総事業費72,805,450円、うち助成金額69,144,000円）

●豊富地区コミュニティセンター改修事業
（総事業費19,701,150円、うち助成金額19,500,000円）
●稲垣地区排水路整備事業
（総事業費9,141,300円、うち助成金額8,400,000円）
●稲垣学校給食センター改修工事
（総事業費35,899,000円、うち助成金額33,244,000円）
●つがる地球村オイルヒートポンプエアコン取替事業
（総事業費8,064,000円、うち助成金額8,000,000円）豊富地区コミュニティセンター改修事業
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レ
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ア
メ
リ
カ
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ゆ
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民
の
国
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だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
多
様
な
現
状
の
な
か
で
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ア
メ
リ
カ

人
が
子
供
の
こ
ろ
か
ら
、
肌
の
色
は
と
も
か
く
、
だ
れ

で
も
同
様
に
扱
う
べ
き
だ
と
い
う
教
育
を
受
け
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の
視
点
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ら
み
れ
ば
、
違
う

扱
い
は
自
分
と
相
手
の
間
に
壁
を
作
る
わ
け
で
す
。
彼

女
が
違
う
扱
い
を
受
け
た
時
、
日
本
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
で

も
日
本
人
の
お
客
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ん
と
の
共
通
点
よ
り
相
違
点
が
強

調
さ
れ
て
い
る
と
残
念
に
思
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
逆
に
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ト
ラ
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違
う
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儀
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た
か
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れ
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せ
ん
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お
客
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ー
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当
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な
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か
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っ
て
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た
か
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せ
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と
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大
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て
い

た
の
で
は
な
い
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と
思
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す
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個
人
的
に
そ
の
ア
メ
リ
カ
人
と
店
員
の
視
点
が
両
方

分
か
り
ま
す
。
相
違
点
を
認
め
な
い
と
国
際
理
解
が
図

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
相
違
点
を
強
調
し

す
ぎ
る
と
そ
の
人
と
深
い
関
係
が
作
れ
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
私
た
ち
は

共
通
点
も
相
違
点
も
大
事
に
し
な
が
ら
、
多
文
化
共
生

の
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
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つがる市健康増進施設「稲穂の湯」指定管理者募集
　つがる市健康増進施設「稲穂の湯」の設置に伴い、施設の管理運営について指定管理者制度を導入し、指定
管理の指定を受ける法人及び団体を次のとおり募集します。
１．指定管理者制度を導入する施設

施設名 所在地 敷地面積 延床面積 構造 建築年
つがる市健康増進施設
「稲穂の湯」 稲垣町繁田白籏56 3,320.31㎡ 414.05㎡ 木造・平屋 平成22年12月

２．指定の期間　　平成22年12月下旬から平成25年3月31日まで（予定）
３．応募の資格
　⑴　つがる市に住所を有し、施設の運営等が行える法人その他の団体
　⑵　団体又はその代表者が次の者に該当しないこと
　　①法律行為を行う能力を有しない者②破産者で復権を得ない者
　　③地方自治法施行令(昭和22年政令第16号)第167条の4に該当する団体④市税等を滞納している団体等
４．選定の方法
　 　つがる市指定管理者選定委員会を設置し、選考の基準に照らし総合的に審査し、指定管理者の候補の選定
を行います。
５．応募手続き
　⑴　募集要項等配布・申請書等提出期間　　平成22年10月8日㈮～10月25日㈪ 9:00～17:00(土日祝日除く)
　⑵　提　　　出　　　書　　　類　　指定申請書・添付書類
　　募集要項及び指定申請書等は市役所介護課で配布します。（市ホームページからもダウンロードできます）
　※　詳細については、つがる市ホームページをご覧ください。

【提出・問い合わせ先】介護課　電話42-2111（内線243）

　火災が発生しやすい季節を迎え、秋の火災予防運動を実施します。
　つがる市火災予防条例により、平成18年６月から住宅用火災警報器の設置が義務化されています。住宅火
災の際は警報音等で火災の発生を早期に知らせることにより、逃げ遅れを防ぐことができますので設置しま
しょう。

平成22年1月から8月までの　　 火災件数
つがる市内の火災発生状況………２７件
建物火災 林野火災 車両火災 船舶火災 その他火災

９ １ ２ ０ 15

「防災に関する書道展」
期日：10月18日(月）～24日(日）
場所：イオンモールつがる柏　サウスモール２Ｆ
内容： つがる市内の小学生が応募した防災に関す

る習字作品（344点）を展示

【問い合わせ先】つがる市消防本部　予防課　電話42-7744



つがる市笑顔まつり 2010
　平成22年度青森県男女共同参画センターオープンカレッジ in つがる市

　オープンカレッジは、青森県男女共同参画センターが主催する事業で、毎年県内６市町村程度を会
場に開催され、広く県民を対象に男女共同参画社会実現に向け、意識啓発の学習機会を提供する場と
なっています。
　今年度は、つがる市を会場に開催され、「笑顔・家庭・家族」をキーワードに実施することになり
ました。当日は、落語家・林家花丸師匠の講演会や野菜ソムリエ料理教室、ベビーマッサージ講習会
など市民の皆さんが笑顔になれる各種イベントを行いますのでお気軽にご参加ください。
日　　　時　平成22年11月3日（水・文化の日）　午前９時30分から
場　　　所　つがる市生涯学習交流センター「松の館」
会場 時間 イベント名 内容等

交　　流
ホ ー ル

9:30～10:00 オープニング　ピアノ演奏会 ○奏　者　三橋真奈美さん

10:00～11:30 読み聞かせと
　　　つみき絵本あそび

○読　者　森田小学校よみきかせボランティア
○内　容　親子を対象に読み聞かせとつみき遊びを楽しみます。

13:00～15:00
講演会
「人生しあわせに生きるコツ
　～笑うイエには福来たる～」

○講　師　林家花丸さん（落語家）
○内　容　 「男女共同参画社会」最近よく目にする言葉ですが、今ひ

とつどういうことかわからない…そんな声が聞かれます。
そういう人たちやもっと理解したい人たちのために、楽し
く学べる講演会を開催します。「笑えない、ではなく笑う機
会をつくることが大事」と呼びかけている花丸さん。笑い
はしあわせを呼び、福をもたらします。しあわせに生きる
コツを、落語と講演という珍しいスタイルの中で一緒に学
びましょう。

○対　象　どなたでも（先着350人）
○参加費　無料

２　　階
和　　室

10:00～11:00 ベビーマッサージ（1回目）

○講　師　樋口真里さん（チャイルドボディワーク・セラピスト）
○内　容　 マッサージをすることで、赤ちゃんの自律神経系や末梢神

経系を刺激し、間接的に脳に働きかけます。これにより、
赤ちゃんは、眠りが深くなる、抵抗力･免疫力が高まるな
どの効果を得ることができます。また、親子のコミュニケー
ションを援助して、子どもの人間性を大切に育てていくひ
とつの手段を知ることができます。

○対　象　生後1ヶ月～寝返り前の赤ちゃんとその保護者
○定　員　各回とも10組（要申込・先着順・10/25まで）
○参加費　無料

11:30～12:30 ベビーマッサージ（2回目）

２　　階
視聴覚室 10:00～12:00

癒しのアロマセラピー

～体感！アロマ力
りょく

　ジェルク
　リームづくり～

○講　師　Aromacircle yululy （アロマサークル ゆるりぃ）
○内　容　 ストレスで笑顔を忘れていませんか？心が疲れていません

か？そんなあなたにアロマで癒しのひとときを。アロマセ
ラピーの基本的な知識を学び、持ち帰れるアロマジェルク
リームを作ります。自分の心と体にごほうびをあげましょ
う。

○対　象　元気になりたい人・笑顔になりたい人（年齢・性別問わず）
○定　員　20人（要申込・先着順・10/25まで）
○参加費　500円

会議室Ｂ
調 理 室 10:30～12:30

講演会と料理教室
「野菜ソムリエの料理教室
　～知ってますか？野菜の
　チカラ」

○講　師　柳澤　泉さん（シニア野菜ソムリエ）
○内　容　 「野菜ソムリエ」の最高峰であるシニア野菜ソムリエの資

格を持つ講師を招き、「野菜のチカラ」と題した講演を聴
いた後、つがる市特産の旬なブランド野菜を食材として使
用し、料理を通じてお互いを思いやる、いたわり合う「心
のだし」がふんだんに入った料理教室を開催します。

○対　象　夫婦及びカップル限定
○定　員　12組（要申込・先着順・10/25まで）
○参加費　無料

ギャラリー
ホール

10:00～13:00 特産品及び加工品の販売 ○出　店　つがる女性加工部　代表　竹内きよゑさん　ほか
10:00～12:30 弘大生の地域連携事業試食会 ○担　当　弘前大学学生
10:00～12:00 稲わらで遊ぼう ○担　当　稲垣「藁の会」
10:00～12:30 語らいコーナー ○担　当　人権擁護委員、エールの会、男女共同参画推進委員会

会議室Ｃ 12:00～15:00 託児所開設 ○担　当　保育サポートグループ「Famy」

【申し込み・問い合わせ先】企画課　電話42-2111（内線324）
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つがる市立車力幼稚園の入園児募集！
　車力幼稚園では、平成23年度の入園児を募集いたします。
　園児たちが心身共に伸び伸びと生活し、一人一人の良さや可能性を
のばして、「生きる力」の基礎が培われるように保育を進めていきます。
　また、小学校入学が円滑に行われるよう、教育課程にも配慮してい
ます。入園を希望される方は下記のとおり、入園受付を行いますので
お越しください。なお、入園できるお子さんは、車力地区にお住まい
のお子さんに限ります。
●受付日時：平成22年11月18日(木)、19日(金）午後3時～午後4時
●受付場所：車力幼稚園　※受付する際は、お子さんも同伴してください。
●申し込み：受付時に「入園願書」へご記入をお願いします。印鑑を持参ください。

幼 稚 園 名 つがる市立車力幼稚園　（つがる市豊富町屏風山１－２９７）

募 集 内 容

満 ３ 歳 児 満3歳の誕生日を迎えた翌日から入園可
対象：平成20年4月2日～平成21年４月1日生まれ

３　歳　児 対象：平成19年4月2日～平成20年４月1日生まれ
４　歳　児 対象：平成18年4月2日～平成19年４月1日生まれ
５　歳　児 対象：平成17年4月2日～平成18年４月1日生まれ

保 育 時 間 午前８時30分～午後２時（全園児）
通 園 方 法 幼稚園バスで送迎（全園児）

費　　　用 ●入園料 8,000円（初入園児）　●授業料　月額 8,400円
●給食費１食160円（予定）×給食日数（※年間約28,000円）

　　　　　　　　　　　☆入園の可否については、後日通知いたします。
　　　　　　　　　　　☆園の見学はいつでもできますので、お気軽にご来園ください。
　　　　　　　　　　　☆当園では「預かり保育」を行っております。
【問い合わせ先】車力幼稚園　電話56-2201

ジャンル 書名 著者名

文 学

乙女の密告 赤染晶子
小さいおうち 中島京子
マルガリータ 村木嵐
悪道 森村誠一
炎天の雪　上 諸田玲子
炎天の雪　下 諸田玲子
世界でいちばん長い写真 誉田哲也
先生のあさがお 南木佳士
つばさものがたり 雫井脩介
あんじゅう三島屋変調百物語事読 宮部みゆき
終わらざる夏　上 浅田次郎
終わらざる夏　下 浅田次郎
三千枚の金貨　上 宮本輝
三千枚の金貨　下 宮本輝
西巷説百物語 京極夏彦
バイバイ、ブラックバード 伊坂幸太郎
星と輝き花と咲き 松井今朝子
くじけないで 柴田トヨ
あんちゃん 北原亞以子

児 童 大仏さまとわたし なかじまゆたか

【問い合わせ先】松の館　電話49-1200

あなたの作品を展示してみませんか！
「松の館」ギャラリー利用案内

　市民の皆さんが日頃活動・創作している作品を紹介
する場として「松の館」ギャラリーを開放しておりま
すのでご活用ください。

◎利用対象： つがる市民、つがる市に勤務する方及び
つがる市出身者、つがる市内の文化団体

◎展示作品：展示する作品は自作の作品に限ります
◎利用時間：平日は午前9時から午後5時まで
　　　　　（土日祝日は午前9時から午後4時まで）
◎利用期間：ギャラリーの利用期間は10日間以内
◎注意事項：① ギャラリー施設内の破損や汚損があっ

た場合は利用者の責任で復元してくだ
さい。

　　　　　　② 展示物の管理責任は利用者にあり、施
設管理者は賠償責任等の一切の責めは
負いません。

　　　　　　③ 営利・販売目的での利用は認めませ
ん。

◎使 用 料：無料

【申し込み・問い合わせ先】
　つがる市教育委員会　生涯学習課　電話49-1200

新着図書のお知らせ新着図書のお知らせ
松の館松の館

図書コーナー図書コーナー
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第６回つがる市総合文化祭
 10月30日(土)～31日(日)前期
◆舞台公演部門（会場：生涯学習交流センター「松の館」）

　　　【10月30日(土)】　　　　　　　　　　　　　　　【10月31日(日)】
　　９：３０～　開会行事　　　　　　　　　　　　　　１０：００～　紬の会（着付け）
　１０：００～　木造吟詠詩舞教室　　　　　　　　　　１１：００～　山百合会（日舞）
　　　　　　　　森田詩吟会　　　　　　　　　　　　　１２：００～　つがる秀宝会（日舞）
　１１：００～　つがる宝生会　　　　　　　　　　　　１３：００～　昼食
　１２：００～　昼食　　　　　　　　　　　　　　　　１３：３０～　津軽名和会（大正琴）
　１３：００～　コーラス｢華｣　　　　　　　　　　　　１４：３０～　藤瑩会（日舞）
　１４：００～　柏健康レクダンス　　　　　　　　　　１５：３０～　木造大正琴琴友会
　１５：００～　つがる逍遙会（日舞）　　　　　　　　　　　　　　　木造弥三郎踊り保存会
　１６：００～　稲垣健康レクダンス・カラオケ教室　　１６：３０～　華丘レクダンスサークル
　１７：００～　車力京和会（日舞）　　　　　　　　　１７：３０～　休憩
　１８：００～　休憩　　　　　　　　　　　　　　　　１９：００～　童謡「蕾の会」
　１９：００～　木造カラオケ教室

◆茶道部門（会場：生涯学習交流センター「松の館」２階和室）
……10月30日(土）10：00～15：00

　　　　　　　　　●稲垣茶道表千家サークル

◆菊・盆栽部門（会場：生涯学習交流センター「松の館」ロビー）
…10月30日(土)･31日(日）9：00～20：00

◆囲碁大会（会場：車力農民研修センター）…………………10月31日(日）9：00～15：00

 11月13日(土)～14日(日)後期
◆展示部門（会場：木造中央公民館）

……11月13日(土）9：00～17：00・14日(日）9：00～15：00

　　◇絵画　　　●木造チャーチル会　　●ヒバ切り絵の会　　　●稲垣木版画サークル
　　◇写真　　　●木造写真クラブ　　　●森田写真クラブ　　　●柏文化サークル　
　　◇書道　　　●双龍書道会　　　　　●書の会「玉華」　　　●車力書道会　　●鷹揚つがる会
　　　　　　　　●清影書道会　　　　　●流石書道研究会　　　●瑞林書道会
　　◇茶道　　　●森田茶道サークル　　●稲垣茶道表千家サークル　
　　◇生け花　　●車力牡丹の会　　　　●生け花「池坊」　　　●車力未生流　
　　　　　　　　●浅草遠州一濤流木造支部　　　　　　　　　　●龍生派生け花柏・森田　
　　◇菊　　　　●木造菊花秋宝会　　　●森田菊の会　　　　　●和順会
　　◇手工芸　　●つがるこよりの会　　●森田刺しゅうクラブ　●車力牡丹の会
　　　　　　　　●稲垣染め物サークル　●柏サークル

◆舞台部門（会場：稲垣交流センター）……………………… 11月14日(日）9：00～15：00
　　　　　　　　●稲垣レクダンスサークル　　●稲垣歌謡クラブ

【問い合わせ先】つがる市文化団体協議会事務局　鶴賀善宏　電話・FAX：26-3472
主催：つがる市文化団体協議会　　後援：つがる市・つがる市教育委員会



記事中に電話番号がない場合は、☎42-2111をかけ
内線番号か課名をお話しください。  

行　

政　

相　

談

　

10
月
18
日
か
ら
24
日
は
「
行
政
相

談
週
間
」
で
す
。
総
務
省
で
は
こ
の

週
間
中
に
行
政
相
談
制
度
に
つ
い
て

国
民
の
皆
様
か
ら
ご
理
解
を
い
た
だ

く
た
め
、
各
種
広
報
活
動
、
行
事
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
役
所
が
行
う
仕
事
（
例
え

ば
、
道
路
、
河
川
、
年
金
、
医
療
保

険
、
老
人
福
祉
、
登
記
、
労
働
基
準
、

雇
用
保
険
、
自
動
車
検
査
・
登
録
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
に
つ
い
て
、

苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
が
あ
る
時

に
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
「
行
政
相
談
週
間
」
期
間
中
の
行

政
相
談
の
日
程
に
つ
い
て
は
広
報
９

月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問 

市
民
課
（
内
線
２
６
８
）

青
森
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

電
話
０
１
７
・
７
３
４
・
３
３
５
４

〈
木
造
会
場
〉

● 

11
月
12
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
2

時
▽
市
役
所
2
階
相
談
室

　

行
政
相
談
委
員　

工
藤
義
則 

氏

　
　

木
造
若
緑
５
の
７

電
話
42
・
５
５
６
８

〈
森
田
会
場
〉

● 

11
月
12
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午
▽

森
田
公
民
館

　

行
政
相
談
委
員　

佐
藤
朋
子 

氏

　
　

森
田
町
床
舞
豊
原
84
の
２

電
話
26
・
２
３
７
０

〈
稲
垣
会
場
〉

● 

10
月
27
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
▽
稲
垣
公
民
館

※
人
権
相
談
も
同
時
開
催
し
ま
す

　

行
政
相
談
委
員　

藤
田
明
夫 

氏

　
　

稲
垣
町
豊
川
酒
田
27

電
話
46
・
３
８
６
０

〈
車
力
会
場
〉

● 

11
月
12
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
２
時
〜
４
時
▽
む
ら
お
こ
し

拠
点
館
フ
ラ
ッ
ト
※
事
前
に
電
話

で
確
認
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

電
話　

69
・
５
２
１
５

　

行
政
相
談
委
員　

鳴
海　

久 
氏

　
　

牛
潟
町
柏
山
３
の
１

電
話
56
・
３
５
１
４

 

女
性
に
関
す
る
人
権
相
談

　

家
族
間
、
近
隣
関
係
、
職
場
で
の

い
じ
め
や
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
な

ど
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

● 

11
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
▽
青
森
地
方
法
務
局

五
所
川
原
支
局
の
相
談
室

●
相
談
料
▽
無
料
（
秘
密
厳
守
）

問 

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局

電
話
34
・
２
３
３
０

 

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

● 

11
月
17
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午
▽

つ
が
る
市
消
防
署
／
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
▽
ご
し
ょ
つ
が
る
農
協

木
造
総
合
支
店
／
午
後
３
時
15
分

〜
４
時
30
分
▽
マ
ル
ハ
ン
青
森
柏

店
問 

健
康
推
進
課
（
内
線
３
０
９
）

 

農　

家　

相　

談

　

農
地
の
売
買
、
賃
貸
借
等
に
つ
い

て
相
談
し
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

● 

10
月
21
日
㈭
、
11
月
25
日
㈭
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
▽
稲
垣
支
所

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
▽
車
力
支
所

　

な
お
農
業
委
員
会
事
務
局
で
は
随

時
農
家
相
談
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

問 

つ
が
る
市
農
業
委
員
会
事
務
局

(

柏
支
所
内)

電
話
25
・
３
８
２
０

 
青
森
県
民
手
帳
予
約
受
付
中
！

　

来
年
の
県
民
手
帳
（
２
０
１
１
年

版
）
の
購
入
予
約
申
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
や
ビ
ジ
ネ
ス

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
内
容

〈 

手
帳
〉
青
森
県
市
町
村
区
画
図
、

月
間
・
週
間
予
定
表
、
過
去
５
年

間
の
天
気
模
様
、
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ

プ
青
森
な
ど

〈
分
冊
〉「
ふ
る
さ
と
便
利
帳
」

・ 

資
料
編
（
青
森
県
概
要
、
主
要
統

計
、
市
町
村
紹
介
な
ど
）

・ 

名
簿
編
（
県
関
係
国
会
議
員
、
県

議
会
議
員
、
県
関
係
機
関
な
ど
）

・ 

生
活
編
（
暮
ら
し
の
相
談
窓
口
、

ふ
る
さ
と
の
主
な
行
事
な
ど
）

〈
色
〉
黒
、
青
、
赤
、
緑
の
４
種
類

●
発
行
時
期　

22
年
11
月
上
旬

●
価　
　

格　

５
０
０
円

（
縦
15
㎝
×
横
8.5
㎝
）

※ 

在
庫
が
無
く
な
り
次
第
、
受
付
を

終
了
し
ま
す

 

つ
が
る
市
統
計
協
会
事
務
局

（
市
役
所
企
画
課
内
）
内
線
３
２
１

 

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

 

届
出
が
必
要
で
す

　

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
大
規

模
土
地
取
引
に
は
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

届
出
が
必
要
な
土
地
取
引
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
取
引
の
形
態

　

売
買
、
交
換
、
営
業
譲
渡
、
譲
渡

担
保
、
代
物
弁
済
、
共
有
持
分
の
譲

渡
等

●
取
引
の
規
模

　

①
都
市
計
画
区
域　

５
千
㎡
以
上

　

②
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
㎡
以
上

　

土
地
の
取
得
者
は
、
契
約
を
締
結

し
た
日
を
含
め
て
２
週
間
以
内
に
届

出
が
必
要
で
す
。
な
お
制
度
の
詳
細

に
つ
い
て
は
青
森
県
県
土
整
備
部
監

理
課
の

(http://w
w
w
.pref.aom

ori.lg.jp/
kotsu/build/todokede.htm

l)

に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問 
企
画
課
（
内
線
３
２
１
）
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市役所　☎42-2111

 

森
田
養
護
学
校

　
　

「
森
養
祭
」
の
開
催

　

地
域
住
民
に
音
楽
や
寸
劇
を
披
露

し
、交
流
と
相
互
理
解
を
深
め
る「
森

養
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
▽
10
月
23
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
▽
森
田
養
護
学
校

● 

内
容
▽
小
・
中
・
高
等
部
の
学
習

発
表
、
作
品
展
示
、
模
擬
店
な
ど

問 
青
森
県
立
森
田
養
護
学
校

電
話
26
・
２
６
１
０

 

公
立
金
木
病
院
か
ら
診
療

 

日
変
更
の
お
知
ら
せ

　

10
月
１
日
よ
り
眼
科
診
療
日
を
毎

週
火
・
金
曜
日
か
ら
、
毎
週
火
・
木

曜
日
に
変
更
し
ま
す
。
な
お
、
受
付

時
間
は
従
来
ど
お
り
午
前
８
時
30
分

か
ら
11
時
ま
で
で
す
。

問 

公
立
金
木
病
院

　

五
所
川
原
市
金
木
町
菅
原
19

電
話
53
・
３
１
１
１

 
農
業
用
軽
油
引
取
税

 　
　

免
税
証
の
交
付
申
請

　

平
成
23
年
に
使
用
す
る
農
業
用
軽

油
引
取
税
免
税
証
の
交
付
申
請
を
受

付
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
▽
11
月
15
日
㈪

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
▽ 

五
所
川
原
合
同
庁
舎
３
階

（
五
所
川
原
栄
町
10
）

※ 

申
請
用
紙
は
、
西
北
地
域
県
民
局

県
税
部
及
び
農
協
等
の
免
税
軽
油

取
扱
店
に
あ
り
ま
す
。

問 

西
北
地
域
県
民
局 

県
税
部
課
税
課

電
話
34
・
２
１
１
１(

内
線
２
０
７)

 

第
６
回
つ
が
る
市
体
育
協
会
会
長
杯

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
参
加
者
募
集

● 

日
時
▽
11
月
13
日
㈯
▽
受
付
午
後

６
時
〜
６
時
20
分
／
競
技
開
始
６

時
30
分

●
場
所
▽
サ
ン
サ
ン
ボ
ウ
ル

● 

資
格
▽
つ
が
る
市
に
在
住
、
通
勤
、

通
学
し
て
い
る
方

● 

定
員
▽
66
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

● 

参
加
費
▽
１
人　

２
，
０
０
０
円

（
３
ゲ
ー
ム
）

● 

そ
の
他
▽
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

（
35
〜
65
ピ
ン
）
あ
り
ま
す

※ 

前
売
券
は
左
記
で
販
売
し
ま
す
の

で
、
参
加
費
を
添
え
て
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。
前
売
券
の
販
売
は

11
月
１
日
㈪
か
ら
。

 

・
松
橋
満
（
富
萢
町
）

電
話
56
・
２
８
５
３

　
　
　

 

・
サ
ン
サ
ン
ボ
ウ
ル

電
話
25
・
３
８
１
３
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■所　　在：つがる市木造川除　　■区画数：18区画　　■区画面積：269㎡（81.4坪）～350㎡（105.8坪）
■区画価格：224万円～280万円
■特別価格宅地分譲制度
　区画数を限定し１区画当たり20％引きで販売します。
■複数区画宅地分譲制度
　２区画以上契約した場合や既契約者が新たに区画を購入する場合は、分譲価格の30%以上を割り引きます。
　ただし、この場合、特別価格宅地分譲制度は適用されません。
■新築住宅一般公開制度
　分譲地購入後１年以内に、完成住宅を３日間一般公開して頂ける場合には、分譲価格の５％を割り引きます。
現地相談会　日時：11月6日(土）午前10時～午後４時（今年度最後の現地相談会です）
　　　　　　場所：きづくり・秋桜団地の現地テント
【問い合わせ先】管財課（内線334）または青森県住宅供給公社（電話017-723-1627）

き
づ
く
り・秋
桜
団
地

｢

宅
地
分
譲
中｣

使用済みスプレー缶等の
　　　 ガス抜きのお願い！
　９月14日、稲垣地区で缶の収集中、
車両火災が発生しました。スプレー缶や
カセットボンベ等をゴミに出される際
は、必ず穴をあけてガスを抜いてから出
してくださるようお願いします。

　【問い合わせ先】
　　　　　環境衛生課（内線281）

移転休業のお知らせ つがる市出張所(すまいるプラザ)
　つがる市出張所（イオンモールつがる柏内）が、現在
のセンターモール西入口からレストラン入口に移転する
ため、10月25日（月）休業いたします。
　なお、翌日からは新しい場所で通常業務を行います。

【問い合わせ先】つがる市出張所　電話27-5021



【
タ
テ
の
問
題
】

１  

え
ん
ぴ
つ
で
書
い
た
も
の
は
○
○
○
○
で
消
せ

る
。

２  

金
属
製
の
打
楽
器
。
大
き
な
音
で
「
パ
シ
ャ
ー

ン
」
と
鳴
る
。

３ 

も
の
ご
と
を
判
断
し
た
根
拠
。
事
情
。

６ 

流
行
に
左
右
さ
れ
や
す
い
こ
と
。

７ 

冬
の
は
じ
ま
り
に
吹
く
強
い
風
。

９  

カ
ウ
ボ
ー
イ
が
荒
馬
な
ど
を
乗
り
回
し
て
見
せ

る
競
技
。

10  

正
月
の
遊
び
と
い
え
ば
、
凧
揚
げ
、
羽
根
つ
き
、

福
笑
い
、
○
○
回
し
。

13 

手
を
握
り
合
う
こ
と
。

14  

自
分
の
向
き
を
知
る
た
め
に
使
う
も
の
と
い
え

ば
○
○
○
磁
針
。

15  

１
９
９
９
年
に
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
マ
シ
ー
ン
で
大
ヒ
ッ

ト
し
た
女
性
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
モ
ー
ニ
ン

グ
○
○
○
」

16  

日
よ
け
の
た
め
に
帽
子
の
回
り
や
前
に
出
っ

張
っ
て
い
る
部
分
。

17 

お
か
ら
は
○
○
○
を
作
る
過
程
で
で
き
る
食
品
。

【
ヨ
コ
の
問
題
】

１  

人
参
、
大
根
、
フ
キ
、
ワ
ラ
ビ
、
油
揚
げ
な
ど

を
煮
込
み
味
噌
や
し
ょ
う
ゆ
で
味
付
け
し
た
津

軽
の
郷
土
料
理
。「
つ
が
る
の
宝
」
の
ひ
と
つ
。

３ 

も
う
け
。
収
入
か
ら
費
用
を
引
い
た
残
り
。

４ 

四
季
と
は
春
・
夏
・
秋
・
○
。

５ 

紙
く
ず
は
○
○
○
○
へ
捨
て
ま
し
ょ
う
。

８  

目
か
ら
○
○
○
が
落
ち
る
↓
何
か
を
き
っ
か
け

に
急
に
も
の
ご
と
の
実
態
が
見
え
、
理
解
す
る

た
と
え
。

11  

パ
エ
リ
ヤ
、
ワ
イ
ン
蒸
し
な
ど
主
に
フ
ラ
ン
ス

料
理
、
地
中
海
料
理
な
ど
で
食
さ
れ
る
貝
。

12 

嘘
の
情
報
。
根
拠
の
な
い
う
わ
さ
話
。

13  

虹
は
赤
・
橙
・
黄
・
緑
・
○
・
藍
・
す
み
れ
の

七
色
。

14  

故
郷
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応募方法：ハガキに答え、住所、氏名（未成年の場合は保護者
名も記入）、年齢、広報つがるに対するご意見などを書き添え
てお送りください。正解者の中から抽選で5人の方に、「つがー
るちゃんエコバッグ」をプレゼントします。
（10月25日締切　※当日消印有効)
応 募 先：〒038-3192 つがる市役所　総務課文書広報係まで
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広報つがる 2010.10月号 22

９月号の答えは
「ウマイチマツリ」でした。
19名様より応募していただき
ありがとうございました。当選
者は次のとおりです。〔敬称略〕
　吉田美智子（木造）・丸山邦
子（木造）・岡元京子（木造）・
福岡扶美子（木造）・蝦名りく
と（稲垣町）

【作り方】
① きゅうりは、ところどころ皮をむき、5～6cmの長さのスティック状に
切り、皿に盛り付ける。
② 鍋にオリーブオイルを熱し、ネギを弱火で香りが出て来るまで炒め、しょ
う油とわさびを混ぜ合わせておく。
③①のきゅうりに②のソースをかけ、冷蔵庫でよく冷やす。

　きゅうりは、生で食べるほか、漬物や和え物など幅広く利用できま
す。きゅうりの90％以上は水分ですが、中に含まれるカリウムは体
内の余分な塩分を排泄して血圧を安定させてくれる作用があります。

【材料】２人分
　きゅうり　　　　　　１本と半分
　ネギ（みじん切り）　４～５cm
　オリーブオイル　　　大さじ１
　しょうゆ　　　　　　小さじ２
　わさび　　　　　　　小さじ１
　　　　　　　　　　　（お好みで加減）

きゅうりのピリ辛
ネギソースがけ

エネルギー 77kcal　塩分0.8g



※このページは有料掲載になっています。
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法律相談を開催しています
～個人では解決できない法律の問題や家庭問題等、お一人で悩んでいませんか～

　　　　　　　　　　期　　日：平成22年11月10日(水） 〈毎月第２水曜日〉
　　　　　　　　　　時　　間：午後１時から４時まで
　　　　　　　　　　場　　所：つがる市社会福祉協議会本所　相談室
　　　　　　　　　　料　　金：無料　　※相談は予約が必要です。（℡0173-42-4660）

広報つがる 2010.10月号23

夏体験ボランティアに79名が参加
　社会福祉協議会では、夏休み期間中、児童生徒等を対象に
「小学生ふれあい教室（木造地区）」「中学生福祉ふれあい教
室」「中高生等ワークキャンプ」など各種体験活動を開催し、
のべ79名に参加していただきました。
　参加者は災害グッズをどんな時にどう使うのか学んだり、
アイマスクをつけて目が見えない方の体験や、施設を訪問し
高齢者や障がい者と交流を深める体験を通して、「思いやり
の心」や「助け合い活動の大切さ」等について理解を深め合
いました。

松緑神道大和山木造教区
寄附金贈呈式

　７月21日㈬、つがる市社会福祉協議会（会長 福島弘芳）に
松緑神道大和山木造教区より、６月20日㈰に開催されたチャリ
ティバザーと世界平和運動募金による収益金十万円を「つがる
市民の福祉事業に役立てて下さい」と寄附されました。

贈呈者　松緑神道大和山木造教区 教区長　山谷　吉信　
事務局長　高橋　茂教　

（敬省略）

　聞こえが不自由なことを表す、国内で使用
されているマークです。聴覚障害者は見た目
には分からないために、誤解されたり、不利
益をこうむったり、社会生活上で不安が少な
くありません。
　このマークを提示された場合は、相手が「聞
こえない」ことを理解し、コミュニケーショ
ンの方法への配慮について御協力をお願いい
たします。

知って得する福祉の情報コーナー お楽しみミニ湯治
【期日・対象地区】
11月10日(水）木造地区・越水地区
　　　　　　　出来島地区
　　 11日(木）館岡地区・川除地区
　　 12日(金）出精地区・柴田地区

【場　所】
　　しゃこちゃん温泉耳マーク
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郷土の伝統芸能を継承
第６回つがる市伝統芸能保存フェスタ

　市内各地で保存・継承されている伝統芸能を一
堂に会して披露する「つがる市伝統芸能フェスタ」
が９月13日、松の館で開催され、詰めかけた約
500人の市民らが郷土に根付いた伝統芸能を楽し
みました。
　このフェスタは、市伝統芸能保存協会（七戸博
道会長）が伝統文化の振興を目的に主催したもの
で、つがる市登山囃子保存会など６団体が出演。
五所川原第一高等学校津軽三味線部が特別出演し
演奏を披露しました。五所川原第一高等学校津軽三味線部


